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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エレベータ昇降路（１）にガイドレール（１０）を設置する方法であって、ガイドレー
ル（１０）が、エレベータ昇降路（１）において順々に組合せ体として運搬され、
　共通の支持手段（１３）に数本のガイドレール（１０）を順々に固定する工程であって
、各ガイドレール（１０）が、少なくとも一つの結合要素（１４）によって支持手段（１
３）に機械的に接続される、前記固定する工程と、
　接続されているガイドレール（１０）を含めて支持手段（１３）を引き上げる工程であ
って、ガイドレール（１０）が、順々に支持手段（１３）において個別に垂れ下がり、か
つエレベータ昇降路（１）において略垂直方向の位置にある、前記引き上げる工程とを特
徴とする、方法。
【請求項２】
　配送前に共通の支持手段（１３）にガイドレール（１０）を固定する工程と、
　配送後で支持手段（１３）を引き上げる前に、共通の支持手段（１３）にガイドレール
（１０）を固定する工程と、または、
　配送後で支持手段（１３）の引き上げ中に、共通の支持手段（１３）にガイドレール（
１０）を固定する工程とのさらなる工程の一つを含むことを特徴とする、請求項１に記載
の方法。
【請求項３】
　昇降路天井（１２）に固定される、あるいは昇降路天井（１２）の領域にある運搬手段
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（１１）によって、エレベータ昇降路（１）にガイドレール（１０）を引き込む工程と、
　外部運搬手段によって、エレベータ昇降路（１）にガイドレール（１０）を引き込む工
程とのさらなる工程の一つを含むことを特徴とする、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　エレベータ昇降路（１）の下領域に、組合せ体の第１のガイドレール（１０）を取り付
ける工程と、
　エレベータ昇降路（１）において、取り付けプラットホームを上方向に移動する工程と
、
　組合せ体の第２のガイドレール（１０）を取り付ける工程とのさらなる工程を含むこと
を特徴とする、請求項１から３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　エレベータケージまたはエレベータケージの一部が、取り付けプラットホームとして機
能する、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　エレベータ昇降路（１）の昇降路壁へのガイドレール（１０）の取り付けを開始する前
に、エレベータ昇降路（１）において、支持手段（１３）にガイドレール（１０）の少な
くとも一部を懸下げるさらなる工程を含むことを特徴とする、請求項１から５のいずれか
一項に記載の方法。
【請求項７】
　エレベータ昇降路（１）の昇降路壁へのガイドレール（１０）の取り付け後に、結合要
素（１４）および支持手段（１３）を除去するさらなる工程を含むことを特徴とする、請
求項１から６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　組合せ体のガイドレール（１０）を整列する手段によって、エレベータ昇降路（１）に
ガイドレール（１０）を設置する装置であって、
　共通の支持手段（１３）が、整列する手段として機能することと、
　ガイドレール（１０）を支持手段（１３）に固定するために、ガイドレール（１０）当
たり少なくとも一つの結合要素（１４）が設けられることとを特徴とし、
　共通の支持手段（１３）は、一つのガイドレール（１０）の後に他のガイドレール（１
０）が順々に連続して共通の支持手段（１３）に固定されるように構成されている、装置
。
【請求項９】
　共通の支持手段（１３）に対してガイドレール（１０）当たりそれぞれの結合要素（１
４）が固定され、結合要素（１４）が、共通の支持手段（１３）において、ガイドレール
（１０）の長さよりも大きい互いからの間隔を有することを特徴とする、請求項８に記載
の装置。
【請求項１０】
　ガイドレール（１０）が、エレベータ昇降路（１）への設置後に、エレベータケージを
案内する機能のために構成されること、または、
　ガイドレール（１０）が、エレベータ昇降路（１）への設置後に、釣り合いおもりを案
内する機能のために構成されることを特徴とする、請求項８または９に記載の装置。
【請求項１１】
　支持手段（１３）が、ケーブルまたはチェーンであり、支持手段（１３）の長さの合計
が、ガイドレール（１０）の長さの倍数であることを特徴とする、請求項８または９に記
載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、独立請求項の導入部による、エレベータ昇降路にガイドレールを設置する方
法および装置に関わる。
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【背景技術】
【０００２】
　ガイドレールは、エレベータ昇降路内でエレベータケージまたは釣り合いおもりを案内
する手段である。ガイドレールは、水平方向の力を許容することで、制御された垂直方向
の動きを可能にする。エレベータケージまたは釣り合いおもりは、例えば、エレベータケ
ージまたは釣り合いおもりの側部等に固定されたホイールまたは摺動部によって、ガイド
レールに結合されている。エレベータの大きさおよび使用のそれぞれに応じて、数本のラ
インのガイドレールが設けられてもよい。通常、水平方向の力は発生しないため、釣り合
いおもりは、囲われた形態でガイドレールによって案内されてもよい。
【０００３】
　エレベータ昇降路へのガイドレールの設置は、個々の要素の長さおよび重さにより、少
人数のチームで通常行われる時間集約的な困難な動作である。目的とする場所へのエレベ
ータ昇降路内での個々のガイドレール要素の輸送は、通常、取り付けプラットホームの補
助で行われる。この場合、各要素は、通常、一階からその目的とする場所へエレベータ昇
降路で運ばれなくてはならない。
【０００４】
　特開平０５－１７８５６１号は、数本のガイドレールが、一回の作業工程でエレベータ
昇降路に引き込まれることができる方法を開示する。この場合、個々のガイドレールは、
それぞれ継ぎ手からなる結合部を介して共に結合され、エレベータ昇降路で引き上げられ
る。各結合部は、全てのガイドレール、およびその下に垂れ下がる結合部の重みを支える
。
【特許文献１】特開平０５－１７８５６１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、エレベータ昇降路にガイドレールをより効率的に設置する装置および
方法を利用可能にすることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明によると、この目的は、独立請求項の特徴部分により実現される。
【０００７】
　本発明は、エレベータ昇降路にガイドレールを設置する方法および装置を教示する。こ
の場合、数本のガイドレールが、少なくとも一つの結合要素によって共通の支持手段にそ
れぞれ機械的に固定される。組合せ体として共通の支持手段に順々に整列されるガイドレ
ールは、エレベータ昇降路に運搬手段によって運搬される。この場合、支持手段において
個別に順々に垂れ下がるガイドレールは、エレベータ昇降路における支持手段の引き上げ
中に略垂直方向の位置をとる。
【０００８】
　それにより、列の複数のガイドレールまたは全てのガイドレールを、一回の作業工程に
おいてエレベータ昇降路内に引き込むことができるといった利点が得られる。支持手段と
の個々のガイドレールの接続を通じて、ガイドレールは、運搬手段（例えば、滑車装置お
よび／またはモータ）の補助により従業員によって、一回の作業工程でエレベータ昇降路
に引き上げられる。支持手段で垂れ下がるガイドレールが、例えば建物クレーン等のよう
な、エレベータ昇降路とは関係のない巻き上げ装置によって、上方からエレベータ昇降路
に導入されることも考えられる。エレベータ昇降路へのガイドレールの取り付けに対する
費用が、それにより減少され得る。
【０００９】
　有利には、ガイドレールは、配送の前に共通の支持手段に固定される。それにより、エ
レベータ昇降路におけるガイドレールの設置場所で、異なるタイプのガイドレールを混ぜ
るリスクが減少する、といった利点が得られる。配送する前にエレベータ昇降路に一連の
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個々のガイドレールを固定することにより、ガイドレールには、例えばガイドレールに既
に事前設置されたおよび／または一体化されたセンサ等の要素が設けられ得る。
【００１０】
　実施形態の別の形態によると、ガイドレールは、配送後に共通の支持手段に固定され得
る。この場合、エレベータ昇降路において支持手段を引き上げる際に、ガイドレールが積
み重ねられている、あるいは、ガイドレールが、共通の支持手段に固定されている状態で
、結合要素を用いて支持手段が接続される準備で、固定が行われる。それにより、ガイド
レールを個別に取り扱えるといった利点が得られる。この場合、組立要員は、一回の作業
工程でエレベータ昇降路に何本のガイドレール要素が引き込まれ、どのシーケンスで行わ
れるかを、現場で判断することができる。
【００１１】
　有利には、ガイドレールは、運搬手段によってエレベータ昇降路に引き込まれる。昇降
路天井に固定される運搬手段（モータ、偏向ローラ、滑車装置）が、この目的に使用され
ることが好ましい。それにより、共通の支持手段におけるガイドレールを、僅かな力を使
って、一人の要員によってエレベータ昇降路に引き込むことができるといった利点が得ら
れる。上述した通り、外部運搬手段（例えば、建物クレーン）が使用されてもよい。
【００１２】
　有利には、エレベータ昇降路の下領域におけるガイドレールの取り付けが始められる。
第１のガイドレールの設置後、取り付けプラットホーム（例えば、エレベータケージまた
はその一部）が、エレベータ昇降路に導入され、組合せ体の更なるガイドレールが取り付
けられるよう上方向に移動されることができる。それにより、ガイドレールの設置に対す
る取り付けプラットホームが、既に取り付けられたガイドレールに沿って上方向に下から
移動され得るといった利点が得られる。その場合、支持手段において個別に順々に垂直位
置で垂れ下がるガイドレールが、連続して固定される。取り付け工程に後続するガイドレ
ールが、それらの概略的な位置で既に垂れ下がっているため、効率的な動作が可能となる
。取り付けプラットホームは、必要な安全装置を具備することが好ましく、安全装置は、
例えば、取り付けプラットホームの走行速度を制限し、その取り付けプラットホームの衝
突を防止し、あるいは、必要であれば取り付けプラットホームを制止させるために使用さ
れることができる。
【００１３】
　有利には、使用されるべきガイドレールの少なくとも一部、例えば、取り付け部の全て
のガイドレールは、昇降路壁へのガイドレールの取り付けが開始される前に、エレベータ
昇降路において支持手段の補助により懸架される。それにより、個々のガイドレール要素
が、例えば一階等の保存場所で毎回取り上げられなくてもよいといった利点が得られる。
取り付け部は、ある列の全てのガイドレールを含んでもよく、または、ある列のガイドレ
ールの一部を含んでもよい。更に、エレベータケージの二つ以上の取り付け部、または、
釣り合いおもりの二つ以上の取り付け部を、一回の作業工程で昇降路壁に取り付けること
が可能である。
【００１４】
　有利には、結合要素および支持手段は、昇降路壁にガイドレールを取り付けた後に除去
される。それにより、結合要素と支持手段が数回にわたって使用されることができるとい
った利点が得られる。
【００１５】
　有利には、エレベータ昇降路にガイドレールを設置する装置は、エレベータケージに対
するガイドレールおよび／または釣り合いおもりに対するガイドレールの設置を可能にす
る手段を有する。それにより、エレベータケージに対するガイドレールだけでなく、釣り
合いおもりに対するガイドレールも、エレベータ昇降路に効率的に取り付けられることが
できるといった利点が得られる。どの場合にも同様である作業工程は、同一のツールを用
いてごく普通に実行されることができる。
【００１６】
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　好適な間隔で案内手段に結合要素が既に事前に取り付けられた、支持手段の実施形態が
、特に好ましい。それにより、ガイドレールは、迅速且つ簡単に行われる結合要素を用い
て支持手段へ接続されるだけでよい、といった利点が得られる。
【００１７】
　有利には、支持手段は、ケーブルまたはチェーンであり、その長さは、ガイドレールの
倍数になる。それにより、非剛性の支持手段において一回の作業工程で、数本のガイドレ
ールがエレベータ昇降路に引き込まれることができるといった利点が得られる。支持手段
の長さがガイドレールの倍数であるため、数本のガイドレールは、ユニットとして、且つ
、連続して一回の作業工程で、エレベータ昇降路に引き込まれ得る。
【００１８】
　本発明は、実施形態の例および図面を参照して、以下に詳細に説明される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　図１は、任意の建物またはシェル内に配置され、または任意の建物またはシェルに配置
され、少なくとも一つのエレベータに対して設けられる、任意のエレベータ昇降路１を示
す。昇降路は、建物の階２の間で乗客または荷物を垂直方向に輸送するために提供される
、あらゆる所望の知られているエレベータ昇降路１であり得る。エレベータ昇降路１は、
ドアによって階２から隔たれることができる。
【００２０】
　ガイドレール１０は、エレベータ昇降路１の所定の水平方向の断面の領域において、エ
レベータケージ（図示せず）を保持することができる。エレベータケージの外側に固定さ
れるホイールまたは摺動部は、ガイドレール１０に沿って転がるか摺動する。エレベータ
ケージの通常非対称的である負荷により、水平方向の力ベクトルを有する力が生ずる。こ
れらの力は、ホイールまたは摺動部によって、ガイドレール１０に伝達される。ガイドレ
ール１０は、約２．５メートルから５メートルの長さであり、列を成すように整列される
個々の要素より、典型的には構成される。エレベータのそれぞれの大きさ、重さ、および
、使用に応じて、昇降路１でエレベータを案内するために数本の列が存在してもよい。
【００２１】
　同様にエレベータ昇降路１を上下に移動する釣り合いおもりは、通常、同様にホイール
または摺動部を用いて、ガイドレール１０によって案内される。釣り合いおもりの場合、
大きな非対称的な負荷が生じないため、釣り合いおもりを境界フレームとして単に囲うこ
とで、釣り合いおもりのより大きい水平方向の移動を防止するガイドレール１０が、知ら
れている。
【００２２】
　本発明によると、エレベータ昇降路１にガイドレール１０の個々の要素を引き込むため
に、共通の支持手段１３が使用される。共通の支持手段１３は、昇降路天井１２に有利に
は固定される運搬手段１１（例えば、偏向ローラ、滑車装置またはモータ、あるいは、こ
れら構成要素の好適な組み合わせ）によって、エレベータ昇降路１に引き込まれる。支持
手段１３から垂れ下がるガイドレール１０が、リフティング装置、例えば、エレベータ昇
降路１から離間されて配置された建物クレーンによって、エレベータ昇降路１に導かれ得
ることも、理解されるであろう。
【００２３】
　支持手段１３を引き込むために使用される対応する運搬手段１１に応じて、支持手段１
３は、エレベータ昇降路１の長さＬの倍数になるべきである。したがって、例えば、偏向
ローラ１１を運搬手段として使用する場合、支持手段１３は、エレベータ昇降路１の長さ
Ｌの少なくとも三倍でなくてはならない。エレベータ昇降路の長さＬの二倍が、支持手段
１３を無負荷で設置することができるために必要である。支持手段１３の１／３のエレベ
ータ昇降路の長さＬで、ガイドレール１０が取り付けられる。
【００２４】
　支持手段１３自体は、様々な形態で実現されることができる。したがって、例えば、ロ



(6) JP 5127152 B2 2013.1.23

10

20

30

40

50

ープ、ケーブル、チェーン、または、ベルトでもよい。更に、支持手段１３が作られる材
料について様々な材料が考えられる。例えば、支持手段１３は、鉄、鋼、プラスチック材
料、または天然繊維からなってもよい。異なる材料の組み合わせでもよい。
【００２５】
　本発明による結合要素１４について、異なる実施形態が可能である。その場合、結合要
素１４は、支持手段１３とガイドレール１０を確実に接続し、その重さに耐えられるよう
構成されなくてはならない。接続の解放、したがってガイドレール１０からの結合要素１
４の除去が、エレベータ昇降路１にガイドレール１０を取り付けた後に、最小限の労力で
可能となることは、理解されるであろう。このような結合要素１４は、再利用可能である
ことが有利である。
【００２６】
　支持手段１３は、予め取り付けられた結合要素１４を有していることが好ましい。結合
要素１４は、支持手段１３に固定して取り付け可能であるか、取り外し可能である。
【００２７】
　「組立要員」といった用語は、本明細書では、エレベータ昇降路１にエレベータ設備を
取り付ける、および／またはエレベータ昇降路１への取り付けのためにそれを準備する要
員を指す。エレベータ設備は、供給された手段から組み立てられる。その場合、ガイドレ
ール１０は、エレベータ昇降路１に取り付けられ、エレベータケージが設置され、エレベ
ータの動作のための接続が始められる。組立要員は、専門家および／または補助員より構
成されることがある。
【００２８】
　取り付けプラットホームは、ガイドレール１０の設置時には、エレベータ昇降路１に既
に存在するか、または設置時に向かって設置される、エレベータケージ自体またはエレベ
ータケージの一部であることが好ましい。しかしながら、後の実際のエレベータの設置前
に、部分的にまたは完全に取り外される手段を備えてもよい。取り付けプラットホームは
、エレベータ昇降路で移動可能である。昇降路１におけるエレベータ要素の取り付けは、
取り付けプラットホームによって組立要員のために簡略化される。エレベータ設備の要素
、ツール、および組立要員は、取り付けプラットホームでエレベータ昇降路中を上下に運
ばれることができる。組立要員は、有利な作業高さで取り付け手順を実行することができ
る。
【００２９】
　ガイドレール１０の取り付けは、それぞれの意図した場所で行われる。ガイドレール１
０のそれぞれの種類に応じて、個々の要素に対する列だけでなく、列内の位置が、個々の
要素に対して予め定められる。支持手段１３においてガイドレール１０を整列することに
より、ガイドレール１０の結合が、制限された暗いエレベータ昇降路１よりもより快適な
作業環境で確立される。それにより、異なるタイプのガイドレール１０の混乱のリスクと
、誤った意図した場所で個々のガイド要素が取り付けられるリスクとが、減少される。
【００３０】
　エレベータの取り付けに必要な手段は、少なくとも一つの保存場所３からエレベータ昇
降路１に導入される。保存場所３は、エレベータに必要な手段が、通常は一階に特に簡単
に配送されることができるため、エレベータ昇降路１の一階に配置されることが好ましい
。しかしながら、更なる保存場所３が、より高いまたはより低い階２に追加されてもよい
ことは、理解されるであろう。
【００３１】
　図２に、数本のガイドレール１０を有する組合せ体を示す。各ガイドレール１０は、独
自の結合手段１４によって支持手段１３に固定される。例示する例では、四本のガイドレ
ール１０は、エレベータ昇降路において支持手段１３に垂直方向に順々に懸架される。
【００３２】
　図２に示すように、結合要素１４は、クランプまたはねじ要素１４．１によって支持手
段１３に固定されることができる。結合要素１４は、クランプまたはねじ要素１４．１に
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固定され、かつ支持手段１３に平行に延在する、ラン１４．２を備える。ガイドレール１
０の通路開口部を通って係合し、ガイドレール１０を支持手段１３に接続させる安全フッ
ク１４．３が、ラン１４．２の下端部に設けられる。安全フック１４．３からのガイドレ
ール１０の抜けを防止するために、これは、例えば、通路開口部からの抜けをかかりの形
態で防止する、弾性的に取り付けられたラグ１４．４を具備する。通路開口部は、エレベ
ータケージまたは釣り合いおもりのホイールまたは摺動部の走行を妨害しない、ガイドレ
ール１０の場所に設けられることが好ましい。有利には、ガイドレールを共に結合するた
めに使用されるガイドレール１０の通路開口部が、用いられる。それにより、更なる通路
開口部を形成する必要がなく、したがって、市販のガイドレールを用いることができると
いった利点が得られる。
【００３３】
　支持手段１３は、中実鋼線であることが好ましい。支持手段１３の実施形態の亜鉛メッ
キした形態が、特に好ましい。
【００３４】
　運搬手段１１に支持手段を接続させることを可能にするために、支持手段１３の上端に
アイ１５等が設けられることができる。
【００３５】
　支持手段で連続して垂れ下がる二本のガイドレール１０間の距離Ａが、合計で５ミリメ
ートルから１００ミリメートルであることが好ましい。それにより、ガイドレール端部の
損傷は、ガイドレールが互いとぶつからないため、排除される。
【００３６】
　ラン１４．２の長さは、昇降路への問題のない引き込みを可能にするよう、図２による
結合要素に対して必要な可撓性を与えるためには、２００ミリメートルから１０００ミリ
メートルが適当であることが分かっている。
【００３７】
　図３には、結合要素１４の更なる実施形態が示される。ガイドレール１０の上端部は、
図３より分かるであろう。通路開口部は、ガイドレール１０の一つのリム（ｌｉｍｂ）に
設けられる。支持手段１３を固定する円筒形の手段１４．２が上に設けられているピン１
４．１は、通路開口部に挿入される。支持手段を固定する手段１４．２は、ねじ１４．３
を備える。支持手段１３は、ねじ１４．３を締めることで定位置においてクランプされ、
結合要素１４は、もはや支持手段１３に沿って滑らなくなる。前述の通り、ピン１４．１
の一端が通路開口部中に挿入され、スプリットピン１４．４または同様の固定要素によっ
て固定され得る。
【００３８】
　図４は、本発明の更なる実施形態を示す。結合要素１４の実施形態の更なる例の概略図
が示される。実施形態の例示する例では、二本のガイドレール１０は、予め取り付けられ
たガイドレール構成要素（簡略化のため、このガイドレール構成要素はガイドレールとも
称される）を構成する。二本のガイドレール１０は、例えば、一つ以上の横方向要素１０
．１によって共に接続され得る。横方向要素１０．１は、例えば、昇降路壁にガイドレー
ル１０を固定するために直接的に使用され得る。その場合、結合要素１４は、横方向要素
１０．１で中心に係合される。この目的のために、横方向要素１０．１は、結合要素１４
の一部が中を突出するスロットを有する。図２に示すものと同様に、結合要素１４は、ガ
イドレールの抜けを防止するために、固定要素１４．４を備え得る。ガイドレールまたは
ガイドレール構成要素、並びにそれに続く更なるガイドレールは、共通の支持手段１３で
略垂直方向にエレベータ昇降路に垂れ下がる。
【００３９】
　有利な組み合わせも可能であり、例えば、列の第１のあるいは最も下のガイドレール１
０等のガイドレールの一部領域が、従来知られている方法で取り付けられることができ、
残りのレールが、共通の支持手段１３を用いて昇降路に引き込まれてもよい。それにより
、適用可能な場合に取り付けプラットホームが、最も下のガイドレールを取り付けた後に
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、直接取り付けられることができるといった利点が得られる。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】ガイドレールを有するエレベータ昇降路の実施形態の第１の例の概略図である。
【図２】支持手段へのガイドレールの結合の実施形態の第１の例の概略図である。
【図３】支持手段へのガイドレールの結合の実施形態の第２の例の概略図である。
【図４】支持手段への予め取り付けられたガイドレール構成要素に対する結合要素の実施
形態の更なる例の概略図である。
【符号の説明】
【００４１】
　１　エレベータ昇降路
　２　階
　３　保存場所
　１０　ガイドレール
　１０．１　横方向要素
　１１　支持手段を引き込む装置
　１２　昇降路天井
　１３　共通の支持手段
　１４、１４．１、１４．２、１４．３、１４．４　結合要素

【図１】 【図２】
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